
 結果　《【25℃】σ03 ； 標準(1.03倍)＞ＬＨＴ(1.17倍)＞気中(1.0)》

 結果　《【25℃】σ07 ； 標準(1.27倍)＞ＬＨＴ(1.42倍)＞気中(1.0)》

ⅱ【クラック発生する断面内温度差：内部拘束応力】 説明　《気中【外気温25℃】＝温度25℃、湿度70%の恒温室内で養生》

説明　《気中【外気温10℃】＝温度10℃、湿度70%の恒温室内で養生》

 結果　《外気温＝0℃以下 → 内部拘束によるクラック発生の可能性大》

説明　《断面内温度差(t1－t2)≧10℃：内部拘束応力によるクラック発生の可能性大》

効　果　確　認　シ　ー　ト （No．1）
①解析結果【三次元ＦＥＭ解析】 ②圧縮強度・密度試験結果【テストピース】

ⅰ【断面内温度差でクラック発生する外気温：内部拘束応力】 ⅰ【圧縮強度試験（テストピースによる室内試験）】

説明　《覆工コンクリート厚＝30cmで算定》《判定：コンクリート標準示方書》
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養生日数－コンクリート断面内温度差【外気温＝０℃】

養 生 無

ＬＨＴ

表面部（ｔ1） 地山側（ｔ2） ｔ２－ｔ１

－１０ 10.5 24.0 13.4 可能性有

－　５ 13.5 24.7 11.2 可能性有

±　０ 17.1 27.2 10.1 可能性有

＋　５ 20.4 28.8 8.4 可能性無

＋１０ 23.6 30.4 6.8 可能性無

＋１５ 26.9 32.0 5.1 可能性無

＋２０ 30.2 33.6 3.4 可能性無

＋２５ 33.4 35.2 1.8 可能性無

外気温（℃）
覆工コンクリート温度　

クラック発生 備　　考

説明　《判定式》  結果　《設定外気温【25℃】；標準(1.046倍)＞ＬＨＴ(1.032倍)＞気中(1.0)》

 結果　《コンクリート表面湿度≦50%：外部拘束応力によるクラック発生率大》  結果　《設定外気温【10℃】；標準(1.045倍)＞ＬＨＴ(1.040倍)＞気中(1.0)》

説明　《拘束条件：覆工コンクリート地山側部（防水シート接触面）拘束》

説明　《評価方法：表面部湿度別発生ひずみとコンクリート許容引張応力の対比》 説明　《密度が高い→コンクリート内に水分が多い→保湿度が高い》

 結果　《養生無：最大断面内温度差＝10.11℃（養生0.2日時点）》

ⅲ【クラック発生するコンクリート表面の湿度：外部拘束応力】

説明　《コンクリート（t=30cm）の表面部温度と地山側部温度との差を経時的に解析》  結果　《【10℃】σ28 ； 標準(2.08倍)＞ＬＨＴ(1.59倍)＞気中(1.0)》

 結果　《Ｌ Ｈ Ｔ ：最大断面内温度差＝ 4.87℃（養生0.4日時点）》 ⅱ【密度の測定結果 （材令28日のテストピース）】

 結果　《【10℃】σ03 ； 標準(1.78倍)＞ＬＨＴ(1.12倍)＞気中(1.0)》

 結果　《【10℃】σ07 ； 標準(1.75倍)＞ＬＨＴ(1.26倍)＞気中(1.0)》

 結果　《【25℃】σ07 ； 標準(1.27倍)＞ＬＨＴ(1.42倍)＞気中(1.0)》

 結果　《【25℃】σ28 ； 標準(1.88倍)＞ＬＨＴ(1.83倍)＞気中(1.0)》
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75 292.2 0.71 OK
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効　果　確　認　シ　ー　ト （No．2）
④降雨時の装着試験結果【現場検証】③強風時の装着試験結果【現場検証】

区　　　分 完全密着 一部剥離 完全剥離

弱い雨 0 ～ 3 ◎
やや強い雨 10 ～ 20 ◎
強い雨 20 ～ 30 ◎
激しい雨 30 ～ 50 ◎
非常に激しい雨 50 ～ 80 ◎ ◎
猛烈な雨 80 ～ ◎ ◎

猛烈な雨
端部に対し、鉛直方向から直接に当たれば完全に
剥離するが、水平方向からでは一部剥離する

気象庁区分 ＬＨＴ装着状況

時間雨量（mm）

激しい雨以下 鉛直方向、水平方向、問わず、完全に密着している

非常に激しい雨
端部に対し、鉛直方向から直接に当たれば完全に
剥離するが、水平方向からでは剥離しない

検証状況写真

強い雨【完全に密着】 激しい雨【完全に密着】

ずれ落ちたけど、

風力 名　　称 状　　況 完全密着 一部剥離 完全剥離

1 至軽風 1 ～ 3 煙なびく ◎
2 軽　 風 4 ～ 6 木の葉揺れる ◎
3 軟   風 7 ～ 10 細い枝動く ◎
4 和   風 11 ～ 16 紙片舞う ◎
5 疾   風 17 ～ 21 樹木揺れる ◎
6 雄   風 22 ～ 27 傘の使用困難 ◎ ◎
7 強   風 28 ～ 33 風向歩行困難 ◎
8 疾強風 34 ～ 40 風向歩行不能 － － －
9 大強風 41 ～ 47 瓦落ちる － － －
10 全強風 48 ～ 55 人家に大損害 － － －
11 暴   風 56 ～ 63 広範囲で大損害 － － －
12 台   風 64 ～ 71 被害甚大 － － －

検証状況写真

風力＝４　【完全に密着】 風力＝５　【完全に密着】

検証状況写真《風力計：ｱﾒﾓｺｽﾀｰ6001 測定能力＝0.1～30m/s》

気象庁風力階級 ＬＨＴ装着状況

風　速(m/s)

《風速＝２５〈m/s〉が限界》 まだ、密着している

風力計

送風機

結果　《養生無：水和反応で45%に低下、その後は外気湿度と同等の湿度》

結果　《ＬＨＴ：水和反応で95%に低下、その後はほぼ100%の湿度を保持》

⑤保温効果確認【現場実証試験】 ⑥保湿効果確認【現場実証試験】

結果　《表面温度降下勾配　：　養生無＞ＬＨＴ　『ＬＨＴの方が緩やかに降下』》

説明　《トンネル坑内（平均気温20℃、湿度75%）で測定》

養生システム有無温度比較
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非常に激しい雨【剥離】 猛烈な雨【剥離】

剥がれて落ちた

ずれ落ちたけど、

まだ張り付いている

風力＝６　【風向(端部）＝完全に剥離、風向（端部以外）＝密着している】

《風速＝２５〈m/s〉が限界》

◎風が直接、端部に当たれば、剥離してし

まうが、端部以外では風速＝25m/sを超え

ても密着している。

◎風速＝25m/sを超えた風が端部に直接

当たった場合、密着している箇所もあれ

ば、剥離した箇所もある。 剥がれて落ちた

まだ、密着している
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脱型後の材齢 （d）

ＬＨＴ

養生無

最低湿度＝９５％

最低湿度＝４５％

コンクリートの水和作用に必要な水分は（W/C＝22～
27%）程度ですが、ワーカビリティー確保のため、コンク
リートには、W/C＝50～70%程度の水分を含んでいます。
ＬＨＴは、このフレッシュコンクリートに含まれている水分
をそのまま保持することで湿潤養生を行う工法です。


